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行
の
裁

強拙

{~議

る
き
い
そ
、
中
闘
い
議
長
り
除
き
ち
、
ま
ず
霊
豪
快
適
霊
草
薙
う
や
〈
我
孫
子
市
の
撃
が
取
り
入
れ
ぞ
滋
後
零
れ
た
以
後
口
お
い
て
も
我
孫
よ
る
文
化
!
ス
ポ
i
ツ
活
動
姦
霊
炉
、
将
来
、
利
総
選
別
撃
に
聾

災
全
的
な
策
殺
に
殺
し
た
新
し
い
出
リ
風
師
慨
に
つ
い
て
申
し
上
げ
求
ふ
九
ら
れ
る
還
が
・
と
な
り
、
閉
期
欽
此
一
一
両
珂
よ
り
手
続
始
発
怒
識
を
出
来
る
だ
け
多
〈
時
臨
時
速
に
た
か
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
液
卒
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
総
合
運
動
後

づ

く

り

を

…

費

口

付

し

て

子

支

ム

交

通

対

捷

三

塁

豪

華

を

室

主

停

緩

め

た

め

是

認

毒

主

警

保

す

る

主

フ

努

め

て

ま

い

り

ま

℃

丘

憾

な

が

品

的

文

化

ニ

〈

ポ

i
v撃
事
議
さ
れ
れ
ば
、
裏
ス
ポ
ー
ツ

ま
い

2
い
与
え
て
お
り
ま
令
。
こ
る
こ
と
は
蓄
に
霊
品
縦
で
あ
り
よ
り
提
示
怒
号
し
た
警
護
軍
努
諮
窓
と
し
て
ま
ん
怒
芸
学
期
衆
守
、
極
め
て
若
返
れ
て
お
る
の
が
滅
的
拠
点
と
な
る
も
の
と
す
な
警
が

の
た
め
に
は
ち
行
政
漆
務
を
実
蝿
聞
に
滋
向
次
に
、
士
市
民
町
中
拭
幾
対
策
と
し
て
澄
ま
し
た
が
、
沼
紛
耕
平
以
来
、
務
純
内
会
を
絞
際
L.
別
総
さ
条
件
縫
燃
に
つ
混
と
綾
耕
縫
車
内
総
採
さ
ら
に
は
齢
制
本
晶
状
で
あ
り
ま
す
.
そ
こ
で
設
か
な
人
間
同
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
え

ま
ず
締
約
じ

nvH市
開
院
か
ら
真
に
婦
問
殺
す
る
磯
良
1
人
ひ
・
と
り
的
剣
慾
工
夫
叩
糊
慣
な
役
剣
り
を
象
た
す
溺
融
制
制
問
題
町
、
ヲ
強
い
百
胃
液
と
議
議
会
的
検
力
な
パ
ソ
ク
急
的
関
叫
割
当
一
局
と
泌
鵠
酬
を
滋
ね
て
参
る
証
明
削
帆
・
東
投
綿
子
釈
の
有
人
ル
h
H
い
つ
い
て
同
形
成
と
会
議
に
が
た
る
数
管
内
実
現
を
さ
ら
に
‘
附
国
山
内
議
動
総
数
と
し
て
教

警
な
市
職
員
め
霊
会
議
織
を
重
し
て
、
、
毒
殺
を
も
っ
て
重

f
i
i
i
i
i
t
i
t去
も
と
に
機
懇
意
と
ね
ば
り
奪
雪
手
。
嚢
護
持
し
て
強
〈
働
き
か
け
て
玄
情
し
て
蓄
し
て
ま
い
る
ま
で
あ
襲
撃
襲
し
て
お
り
手
炉
、
新

的
問
“
お
れ
軒
下
山
科
訪
日
間
い
わ
「
山
口
組
問
許
可
誌
は
は
行
い
い
い
ド
じ
い
同
同
月
汗
れ
い
れ
ロ
は
じ
引
い
日
げ
は
い
院
長
軒
斜
計
huh-読

し
て
飛
躍
し
つ
つ
あ
る
、
縫
い
換
え
れ
絞
め
強
化
と
人
機
管
惑
を
襲
し
て
ま
総
動
的
に
詰
し
う
る
よ
う
蓄
を
図
襲
撃
部
総
務
機
撃
的
分
隊
枝
葉
毒
事
業
、
努
一
小
学
級
口
つ
き
ま
し
て
は
お
薄

51放
の
充
実
喜
せ
て
ま
い
る
撃
で
あ

ぱ
我
孫
子
機
量
史
的
支
り
持
で
あ
い
る
事
で
あ
り
ま
大
り
也
実
的
一
一

i
L憲
章

警

繍

鰍

盤

撃

襲

撃

襲

枚

、

題

小

差

譲

ヱ

契

機

問

…

小

リ

ン

グ

議

泌

を

援

し

、

警

護

り

ま

す

。

i
i
i
t
j
i
i
i
i
i
i
i
i
J唱
し

号

室

に

お

い

て

官

髄

輔

覇

盤

教

習

の

麗

輿

言

築

工

事

官

、

3重
言

葉

に

よ

;

〈

昨

季

図

霊

は

つ

い

て

は

義

的

強

い

次
に
警
の
重
襲
撃

t
i
f
5
2
2
i
s
T
3」
て

き

る

体

的

っ

く

り

秒

差

夏

、

る

錦

織

機

錨

襲

襲

襲

は

第

一

小

学

波

及

喜

一

小

学

校

、

勝

草

し

や

す

い

霊

長

備

し

、

文

化

ず

襲

撃

に

こ

た

え

て

、

高

が

身

近

狭
孫
子
製
南
口
都
市
改
造
に
つ
い
て
申
た
筏
怒
哀
惜
用
料
都
市
湾
問
期
警
本
窓
際
十
時
で
あ
り
ま
す
。
鱗
綴
僻
麟
瀦
被
鶏
額
融
制
野
・
山
'
小
学
校
‘
お
け
年
小
学
縫
い
警
に
線
級
品
開
内
向
世
点
と

t
た
い
bc
い
う
考
え
で
に
制
認
で
怒
る
持
動
図
幾
帥
明
書
出
向

ι

し

上

げ

ま

て

怨

を

も

と

は

.

量

制

的

中

n々

と
議

1
1
1
i
l
i
-
-リ

J

騒
齢
翻
濃
韻
罷
醸
止
に
審
議
輿
に
つ
い
て
串
し
上
戸
本
授
に
も
建
設
し
、
ブ
i
ん

を

機

あ

り

ま

す

。

巡

陶

芸

あ

わ

せ

て

主

義

圏

繋
皮
に
つ
い
て
は
、
制
別
総
総
事
却
を
緩
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
げ
い
ま
す
。
一
治
こ
労
た
な
す
一
踏
襲
線
機
般
論
燈
競
織
柑
げ
ま
す
α

急
畿
な
人
口
績
に
よ
り
変
容
北
中
学
校
、
久
小
蓑
虫
干
狩
い
滋
設
す
ま
た
、
池
山
城
文
住
宿
動
的
機
と
し
て
機
関
諮
問
回
線
日
開
館
に
つ
い
て
も
検
討
し
、

警

警

苦

笑

総

t
て
ま
い
る
我
孫
子

3
3警
つ

き

ま

一

プ

腕

札

一

万

一

購

融

構

鰯

欝

し

つ

つ

あ

る

蓄

に

お

い

て

喜

喜

志

乃

手

。

23h費
し
て
い
た
だ
く
と
で
き
る
繰
り
多
〈
昨
夏
詰
ま

し
て
は
、
昨
年
日
廷
に
念
廠
で
あ
り
ま
一
す
述
内

L

品
開
毅
一
機
灘
趨
蹄
隊
総
餓
錦
繍
総
務
す
る
紋
脅
要
求
に
相
即
応
し
な
が
ら
教
背
棚
州
北
地
区
内
燃
忍
開
校
猿
絞
に
つ
き
め
、
支
所
持
嶋
崎
帆
柑
識
を
行
う
と
と
も
に
る
よ
う
混
議
し
て
ま
い
る
鐙
存
で
あ
り

し
た
童
話
の
遣
を
す
る
こ
と
が
一
七

2
2
1轟

轟

寵

案

内

善

意

義

に

す

べ

て

ま

し

て

は

主

議

会

に

お

い

.

童

館

蓄

に

つ

い

て

も

空

襲

事

。

義

理

工

駅

南

で

き

、

こ

こ

に

言

葉

襲

二

立

山

氏

一

議

醸

韓

十

的

5
5
2
3
2て

号
室
電
ね
っ
て
ま
い
り
ま
議
官
助
成
し
て
ま
い
ま
で
あ
文
芸
緩
む
つ
い
て
は
簡
保

護
型
申
改
造
泣
い
れ
れ
お
れ
わ
γ

野
監
範
間
監
剖
騨
購
お
れ
は
い
げ
れ
い
じ
に
い
持
…
認
可
ヵ
パ
ツ
蓄
に
つ
い
て
は
芸
品
目
日
目
立
話

?

議

室

長

り

き

髄

麟

欝

麟

輯

定

観

鱒

政

2
2
2校

時
新
築
基
百
数
民
つ
い
て
は
言
総
合
事

5
5
5嘉

数
存
署
員
に
努
め
て
ま
い
り
宅

訪れ
γ
れ

て

い

る

〔

時

詩

話

騒

磯

識

調

輔

思

麟

繋

施

ヱ

支

持

は

凶

同

h

誌
は
汗
ド
川
内
間
同
日
γ
i
i
i
a

霊

的

平

軍

需

品

ふ

絞

め

豪

華

議

室

喜

一

-Jぷ
三
島

11覇
覇

撃

の

署

長

警

護

し

て

い

を

ち

ら

こ

量

的

、

事

業

と

し

主

義

科

技

刊

誌

喜

重

奇

警

で

あ

り

欝

較

樺

品

曜

市

清

掃

行

政

い

い

い

泣

い

切

な

道

路

行

政

締

法

つ

れ

十

時

機
畿
欝
鱗
穣
鶴
鱗
瀦
欝
擦
畿
欝
欝
宇
磁
総
務
惣
鑓
配
制
韮
れ
に
は
ま
ず
、
名
品
玄
底
的
叫
像
力
を
い
次
に
遊
山
間
行
政
的
う
ち
都
市
計
街
地
鳴
ら
国
道
6
今
一
線
ま
で
向
閉
諮
問
民
将
棋
綾

て
い
る
こ
と
に
心
強
い
カ
主
と
て
お
欝
麟
欝
欝
盤
機
騒
藤

3
蹴
鶴
韓
関
藤
次
に
議
行
政
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
た
だ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
路
露
紛
霧
繍
吟
.
我
護
孫
子
議
線
脅
以
己
つ
三
い
て
は
、
沼
?
必
伊
ぢ
&
護
し
を
て
ま
い
る
等
で
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き
噴
出
附
険
料
は
み
私
れ
ず
に
山
間
均
乏
し
ょ

、
吟
a
グ

な
お
室
内
抑
年
度
分
留
…
災
ギ
会
保
険
相
官

納
入
漁
知
内
は
‘

sn月
中
旬
以
燃
に
お

総
け
し
ま
す
捻

凶

E劃
恥
料
ザ

一
の
締
め
忘
れ
は
あ
ん

一
り
ま
せ
ん
か
?
一

国

鉄

品

南

京

幾

主

か

ら

も

護

主

同

州

防

隊

年

金

関

税

繋

市

成

分

倒

見

年

令

後

険

料

は

鯵
あ
り
e

のh
間
険
制
什
が
、
も
う
品
約
め
ら
れ
ま
し
た
か
ヲ

V
判
明
綴
柑
年
8
汚

校

総

組

織

に

よ

る

留

年

4

月

か

E

自
分
で
は
約
め
た
つ
も
り
マ
も
、
楽

天

王

ム

円

以

川

問

符

屯

車

確

保

竣

合

会

が

発

、

り

1
ヵ
月
に
特
約
め
必
れ
て
い
る
と
い

~
2
Eも
多

段
e

っ
き
2
7
3

い
よ
7
で
す
。

wv
判
明
知
刊
間
年
7
月

時
m絡
線
我
係
千
・

om円
に
改
め
保
険
制
竹
は
、
年
4
開
闘
に
サ
け
て
納
付

取

手

滅

的

早

期

授

々

線

%

と

線

刻

品

院

に

お

れ

ま

ず

a

ナ
る
ニ
と
に
な
っ
て
お
り
宅
紋
終
的
第

天

王

台

駅

に

問

削

憾

の

電

車

の

が

嚇

め

阪

工

作

知

的

4
綴
八
万
に
つ
い
て
も
納
期
間
隅
H
H
滋
事
念

淡

を

楼

主

的

決

議

燃

を

添

付

し

て

打

開

ょ

う

口

、

関

し

た

が

、

総

街

中

4
月
か
り
お
年
3
月
分

い
す
る

G

州
代
子
笠
は
識
に
つ
い
て

2

ま
だ
約
め
て
な
べ
い
お
が
あ

E
V

泌
総
幻
部
問
符
品
川
述
域
単
体
準
機
会
と
っ
た
り
‘
つ
ま
し
た
り
悦
急
妨
げ
し
て
ド
さ
い
明

開

刊

に

つ

い

て

、

総

咲

か

り

打

酔

落

と

し

隣

室

苓

ど

な

い

お

hpp-敵
機
関
心
お
い
て
4
H円
米
扮

て

燃

犠

が

さ

れ

る

。

っ

た

り

、

あ

ま

で

以

約

し

ま

す

0

4月
釦
uu
を
過
察

官v
昭
和
制
問
副
都
6
月
間
国
鉄
へ
怜
車
内
と
る
い
は
母
子
る
と
‘
開
明
抑
制
国
年
度
分
丹
係
協
内
科
は
鎮

め

市

内

議

機

資

料

合

総

選

。

叫

し

殺

に

な

っ

行

や

慌

の

お

門

戸

、

は

受

付

け

ら

れ

ま

せ

茎
羽
詰
年

8
R
怒
ら
に
詳
警
資
た
り
L
た
と
き
に
部
品
ん
を
支
払
っ
て
、
ん
か
ら
、
宣
誓
会
終
険
事
務
所
に
減

耗
を
作
成
F
る
と
的
、
関
銑
に
〈
わ
し
加
山
人
殺
丹
生
活
の
伊
背
後
を
綴
る
た
め
の
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
α

?

‘

い

コ

ン

サ

ん

タ

ン

ト

と

打

合

せ

に

入

る

a

も

の

で

す

。

め

え

ど

?

な

だ

け

で

な

く

、

日

付

以

脳
内
持
品
市
磐
線
我
係
子
駅
ケ
h
取
手
間
帆
州
地
以
苓
に
自
民
ら
札
る
よ
う
に
成
回
線
沿
V
昭
和
柑
年
2
向
丹
綴
欽
か
ら
常
務
拙
m
V
滋
絡
む
年
9
河
川
ヤ
市
議
会
で
災
阿
国
民
字
放
法
務
紛
a

鈴
申
マ
臨
時
予
知
中
臨
時
に
嫁
宜
官
や
胤
坤
や
年
ム
車
内
給
付
古
学
織
と

ま
で
約
7
々
ロ
メ
ー
ト
ル
内
町
時
々
線
化
舗
悼
の
…
特
別
が
多
〈
、
同
門
燃
の
判
Mmは
、
我
孫
子
'
綾
子
関
線
路
綾
川
脇
工
楽
に
伴
モ
食
欲
快
速
電
車
浮
率
的
陳
情
を
行
、
三
食
線
的
給
付
費
用
拘
3
分
的
ー
を
図
耐
却
な
る
努
故
が
お
零
ど
と
さ
ほ
、
年
ム
訟
を

に
部
門
け
議
は
、
従
来
A
H

釈
に
緩
行
・
油
開
今
後
ま
す
求
す
冷
え
る
与
と
か
ら
、
火
、
ヲ
該
宗
泌
総
に
つ
い
て
間
開
会
。
曹
v
同
問
制
球
部
叫
M

H

月
停
車
の
た
め
的
資
が
品
川
町
撚
{
也
が
ら
、
終
協
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滋ります

*ベビーベッド キコE機潟ミシ

ン 寄与和文タイプ{滋'*'4台}

*鱒人湾縫獄事 取望書おオJレガ

ン *Jll.r音オJvガン 司院予替毛主宰

すべり台{家内線*>6鎌用

く竺竺ザヂ〉

いす(2つ} ホ洗溜務会

媛って下さい

*2段ベッド 司幹線人JIllミニサイ

ヲル *ベビーフトン{上・下〉

*機上ミシン

定患絡は草署ヱ官製へ内線233

。章主主主テニユス教員長{手策協コーり 市内で…費量緩棄物'?主宰至理する業

4丹198から毎週水綴'士Bi 者は、筋肉許可が必要です。希望

@繁華弐テ品ス絵室 f湖北台コ f) される象者は次的とおり串録して

41H78から線-LH翠・水磁 下1号、、.

縫いずれも対象拭米経重量議、定員 努受付 4月30S象でに、ク，)

詰持名、 10憾のま襲撃霊(午暗号10時~ ンセンター

12鈴}で聖書燃は1000p司令?す. 参問い合せ !1
'
Jーンセンタ-

..拳加申込①軟式は4丹5日中 宮〈告書)自664

ラ長公気自立 ②媛式は4月6詩型車北 摂現在的鈴湾は 5丹318で員詩型建切

台交傍受付時附はいずれも午前 れとなります。

事時~~10除タ望者はハガキのま監 ----一一函一一~日

に本人のt閥、氏名‘楽に希望憲章支'古着色 澗 季、
腕‘制，年献を記入し榊L.一一--え

て下善い~手軍軍潟カウント事事鳥会~

議総務教多数的機会は4月8日10 ..月隠 4119日(日}表韓交中止

時、中央公E史書官で繍量躍をします。 争終合 市役続 午前9時

(絞脅委員会社会教事智襲撃}

A .l.1日滋曹鞠w 献金館側~日帥
土1"鎚醤費出器品中失公炭館臨書室12.削-1&持

2品 iw時議轟岳山側{外・聾}網棚@! 佐蒔穣ト際総{舟司小)新木1152汁 0

3 目!緬ごと轍晴工輔叩4 鵠
円 "曹提携議附布佐支緩急30-11帥 13部~見回
悶 wつつG務捧温室臼

4 ぼ吋撞翌湖酬相警睦A4市糊鵠紬室 9問舶…~叶叶a時sい'す，務5拠提植匝.凶‘中蹄J上と要努著£牟字蕗9私.抑-1位1.0斡e阻曲-1時5 斡

火ば二二=ま警議糊踊臨-一つつじ同往M 却~持曲
1"臨著書貸出夜畑中央公艶館鴇密室12制~肱鵠

5 時 見 欄 m 問中嶋金所開-ll帥 ぬ:
水l13.曲-15 朗~.~

(OI +1:諮問事問車問~也捕 !ぬ
木 喝醤提出日開呼2灸公段縁関書室12.鵠~問。30 吉正i

7 "J::帥…鋭3i)-1l帥はいて告1
会禁制|縫m 家鰍組問 ~詔，帥印刷~拡掛描 m

!冨i:ln'務様子ボランデイア帯会意関自国礎工会館10曲 -12.縄 !/U 

8土叩貸出向先公民館箆塾塾…持 L 
一二史上一一…一 …… UA 

9 ，君、繍議錨吋僻鰍.:Il[，~・内中}枇削十1 二
③ "1開会=集合・市役所ゑ臨 時~I

HT持ご捜ごと棚田桝問時15.部 1 
申告餓仏 語-11.帥 1仲間 H 

'<1'J寺 zι?U鱒重吉田 U 

11 は噴き出日吋蛤鰍欄藍2山~回・却
品火山つじ荘体制

一一一γゆい…一一一一…畑一一

上手iこクリーニエングを

使おうグ

ヲリ叩ニニンデ聖書豊狩取る時

口その様でシミ、汚れ幹事事ち具

合‘プレス、淡海.ボタンや罷f
B話ふを室調べてみます。。ポり袋

からt起し、 E忠告i描Lて、裏金って

いる水分を乾かしてから1tJJ!以昔、

防i議総を入れて Lまいます.

。宅酉己しない場合はぞき上がり

詩畿、で怒るだけ戦〈取りは行

きます。

ヲリーニンデでトラブんが童書吉

たら す(，&苦に申し出るこ

と。総会加入腐なら、過失的場

合は隊僚主主詩遂にもとづきi滋鍛さ

れます.地滅的浴室聖'E.i設ヒふ〆タ

ーて'も格差棄できます。

[長寿…大学(
5織さ主著葬祭

f董券大めでは本等身芝町新Lい学

級生を議事主義Lます。務総tま4年間

です。明るく慈し〈共にそFをとり

鴨習の喜子びを求めて学習還したい容

をおi寺ちしています⑫

砂応募型軽絡 次丹3項目に幾重量さ

れるだ①1f.鰍ゆ幾以上(火1E7

年 4月18J;(義母にお主主まれの方)

でm肉夜伎の定 @4年間転車暴走し

て参恕?を教禁事札る1; ③事執務を

お持ち吃?ない1;

..番寄金書鍵 年撚120001可

ー砂学著書議員時 五註に rつっと務J

争定員 50名{重量闘を主主えた場合

話機話器}

1>応募方法 ハプYまそで総務官氏名・

宝章費重苦手号・虫色年月日告明書記L.4 fl 

8器・(i露印有効)までに応募

惨応募$¥l 我諒子市教育委3司会社

会教事著書草 我孫子市我孫子1858

諜なお、株滋81ま返って申し込み

殺に通銀します。

事砂絞数日 51'J26日 (金)

1>華覇軍書受付 4丹24時一26日的 3

日l問、£予言言9待~午後4持

参書誌fす繍所 t古銭健所

惨事費絡 中学校卒議後、集fjj~~f.主

総設又は飲食寝苦議において 2年

以上喜男理型的業務に従事Lto'醤

諜聖書議事は保健所で記おします。

砂問い合せ 絵保健所栄養気

掛0471(61) 1255 

( !嘉{梨鍵所)

(4) 

市て性、千君臨事長信用保護革協会及 金を苦患者宅きれた1; ②逃切な事業

u:金語生後倒的協力をf等吉市内中小 紫雲墳をもち、感君主上的資金を必善悪

象業者町食織のF幸治r~に寄与する とされる1;~納税‘滋減資金は不

ため、次的とお 1)1寄付をlTな.;て 両n G事常持{使餓するま主主露終が

います。 01聾葉、サービス遺産においては 5名

易自昔幾人白書篭絡 ①市i句竹之、事議所 20名以下で、千重軽採録滋銭高E協会

又泣営業所をもち号iき続き 1，4'以 内 f思統対象とさrる飼人又措法人、

Jヒ同一幾重詫を営ん'れもる中小線機 接続線口ついては‘浴役所商ぶ書量

的事談話時(f寝入又は法人}で、税 へお務い合せ下さいa

~J費時条件 俄榊揮主E斜 0.95%(帯金銭員担}

持以持 弘幸蕗

引 13多芳一銭注射で?綴

行τで¥ 下一一一一 一一一一一 一一一一一一一一一一1

い'!島(i韓民教室'噂集|

次のとお珍書苦慈「式を行者います Jlnゑ去を歩〈ニとによって自然的

的でごお1市下さも" (包L、受議 載しきといにしえ的文化に殺して

申請を受理さ札た方} みませんか。

炉4月5B (水}午前10~寺一 二的教室は1f.lO鱈の子5廷で日磁

手強・持滋・絵i昼・後楽・七:ii縫 然日告徐いたBに行ないます。

・寿 惨事込 4丹3詩{丹}午露首9善寺

惨4月6日{本}午前9時30分~ から寄主義語で申 L込んで下幸、」

孝ヰ耳襲{本眼目的議復号さは翁日から 妙案胤 先着50名

絞殺をします，) ..申込先 数手草委東会を士会教育議

争4月6日[本}午後6時30分~ 惜 82-1151 内線量制

古寺時。<!l'J宜(夜/一一一二_.....ムー...・ A

/締和35年度 NC
1> 4 Fl7 A (委主}午前10時~ く ニどよこふ?ご..こ

¥後援初級コース
i需主芸・自主栽・木表15，閣総， "ヂ2謀総 ¥ 竺竺竺-.，，，，，竺T 二二

惨 4H8il (J:)護者10時~ 中央技総書籍発センタ…では機械

俳句・ 3轟・おどり・傭人体綴・英 的E量動化・省力化後裕司中で決聖書

会議ー務付 なf量産すを粂たしている持C技術議

出話器母lH療できない }jはご主主総下 習会を行ないます9

号、、 砂対象者 NC1.摺3こ令初めてfTな

(中央公総長官} う方、 NC:lJ!l工機骨格入しようと

¥ する方、 NC綴:主的知識殺事駐を毒
移動図書害総¥

〉 につけたい方。

!空ゲり零"巡ω8程/ 砂州黛負 碍

h炉齢i滋盤濁E蕊宝 4丹12持， 5 f丹12紛6日. 惨事善隣国 4丹17詩~羽田

8月28日・ 8fl 9 tl ，.会議 中央技自主総事基センタテ

砂議員持①背iむ会青年鍬両立 午詩草 砂5盛 燃 料 気 斜

10時30分~1I持20分 ※言李総は市役続話量二E線へ

やJうらきのスーパーメイコウ紛 惜 (82)1151 内線233

午後12時50分-1持持分

鴨居室事納税務金閣窓吋 市税{命令県民総 閲定炎綴税)
札的納長選に、それ);(桂的納期的税務Zを鈴納されたと
付されます.(主主:未納的税金がある場合話交付し 体育・スポーツの7忠実を怒るた

め指導者カードと幾寄与カードへ丹

登録によご協力下事い。

後S盟理費量輯の場合{掛崎町時制."時 酎専務

2・3・4蝿の説額が各2万円"J品会
(If説話471内}

Ul5再1aまでに会轄を絹Hしたとき

IQ ，OOO符 χ i~x!8ヵ耳佃1.8鵠問

1215月2aに全員持を鵠付したと易
19.鋭ぬ円X l~x12h 丹金金. 1.200向

か霊紛争方法 {欝人は住所・氏名昔、

問徐は代表識的住校・氏名を教管

望書貿会主士会教育課ヘ霞訟で市L込

んで下さい.世82…1151内線294

(教育者島奥会主主会教育諌}

テレホンサービス
電話をかけること仁より、

市時議事筆者字がわか号ます珍

:qz闘は 1滋燃の重量務‘時議・

徐自には、時総・休日潟番震

がわか弓ます。 (24縛罪悪可能)
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